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2025年度 宮崎キャンパス 管理栄養学科

英語Ⅰ 講義

141700 2単位 1 ○

福田　稔 ○

（目的と教材）食品科学や管理栄養学に関する英文を読んで理解する読解力を養うことが、この授業の大きな目標です。科学英
語への導入を行います。また、英語で書かれた学術論文や専門書で頻繁に使われる英単語の意味を理解する活動も行います。
（学習内容）英語の読解力を身に付けながら、英文法と英単語の使い分けを理解します。それと同時に英語の学習・勉強法につ
いても学びます。
（授業での活動）[1] ワークシートの英文を理解しやすい日本語に訳しながら、英文理解の訓練を行います。日本語訳を受講生
に発表して頂きます。各自3回の発表となる予定です。[2] 英語の語句の意味を受講生に発表して頂きます。これも各自3回の発
表となる予定です。[3] 問題を解く練習を通して、英文の内容理解を深めます。これは受講生に自主的に発表して頂きます。

関連する科目として、英会話の授業などがあります。

次の順序で進めます。（１）前もってワークシート（WS）を配布します。《ICTの活用》同じファイルをユニバーサルパスポート
にもアップするので、紙媒体のワークシートを受け取れなかったり、紛失したりしても、問題なく学習できます。（２）［予習］
WSで指定された、英語の語句の意味を自分で調べて、指定箇所に記入してください。次に、英文の日本語訳に取り組んでくだ
さい。訳のヒントはWSに書いてあります。（３）［授業］《アクティブラーニング》グループ学習を通して、WSを完成させてい
きます。途中で私に質問する課題を与えます。次に、予習で調べた語句の意味を発表してください。それに続いて、日本語訳の
発表です。（４）最後にWeb上で小テストと授業アンケートを実施して、授業は終わりとなります。（５）WSは提出して頂きま
すので、紛失しないようにバインダーなどを各自で用意してください。

ガイダンスを実施します。　トピックは以下の通りです。シラバスの説明、小テストの説明、管理栄養学科での英語学習につ
いて、管理栄養学を学ぶために知っておきたい必須英単語の紹介、WS 1の配布（WS = ワークシート）と記入の説明。授業ア
ンケートの実施。

Unit 1 Registered Dietitians (WS 1) の語句理解と内容理解、小テスト、WS 1の提出とWS 2の配布。授業アンケートの実施。

Unit 2 Nutrition Science and Nutrition Management (WS 2) の語句理解と内容理解、小テスト、良いWSの見本の紹介、WS 1
の返却とWS 3の配布。授業アンケートの実施。

Unit 3 Nutrition Essentials (WS 3) の語句理解と内容理解、小テスト、WS 4の配布。授業アンケートの実施。

Unit 4 Meal Harmony (WS 4) の語句理解と内容理解、小テスト、「必須英単語1」の配布。授業アンケートの実施。

必須英単語を理解する活動、WS 2からWS 4の提出、WS 5の配布。授業アンケートの実施。

Unit 5 Balanced Diets (WS 5) の語句理解と内容理解、小テスト、WS 2からWS 4の返却、WS 6の配布。授業アンケートの実
施。

Unit 6 Decoding Nutrition Labels (WS 6) の語句理解と内容理解、小テスト、WS 7の配布。授業アンケートの実施。

Unit 7 Digestion  (WS 7) の語句理解と内容理解、小テスト、「必須英単語2」の配布。授業アンケートの実施。

必須英単語を理解する活動、WS 5からWS 7 と「必須英単語1」の提出、授業アンケートの実施。

WS 8 (復習問題演習) を解いて発表するグループ学習活動、WS 5からWS 7と「必須英単語1」の返却、授業アンケートの実
施。

WS 9 (復習問題演習) を解いて発表するグループ学習活動、授業アンケートの実施。

WS 10 (復習問題演習) を解いて発表するグループ学習活動、授業アンケートの実施。

WS 11 (復習問題演習) を解いて発表する活動グループ学習活動、授業アンケートの実施。

授業のまとめと期末試験についての説明。WS 8からWS 11 と「必須英単語2」の提出と返却、授業アンケートの実施。

(1) 管理栄養学をトピックとした、英文で用いられる語句や英語表現が理解できるようになる。
(2) 管理栄養学をトピックとした、基礎的な英文の概要や構成が理解できるようになる。

1.知識・理解を応用し活用する能力－(2)



授業時間外学習【予習】

授業時間外学【復習】

課題に対するフィードバ
ック

評価方法・基準

テキスト

参考書

備考

ワークシートの語句の意味調べと本文の日本訳が課題として与えられる。学習時間は60分ほどである。

反転学習の形態をとっているので、授業での活動が復習となる。また、授業では復習を兼ねた問題演習を行う。

授業中での発表内容に対しては必ずコメントや助言を行う。提出されたワークシートはチェックをして、授業でコメントを行
う。毎回の授業最後にGoogle Formを利用して質問や要望を受け付けるので、次の授業の冒頭で、それに対する回答を行う。

授業中の活動（発表や小テストなど） 30%、ワークシートなどの提出 40%、期末テスト 30%

教材はワークシートとして準備するので、購入の必要はない。ただし、保管のためにバインダーなどを各自で準備しておくこ
と。

(1)特に指定はしないが、英語の勉強法に興味のある方は、自主的に次の本を(図書館等で借りて)読むと勉強のコツ がわかるだ
ろう。関谷英里子、『えいごのつぼ』（中経の文庫 せ 5-1）2012.
(2)授業ではテキストに加えて、英和辞典も使用するので必ず持参すること。電子辞書よりも紙の辞書の方が学習効果は高い の
で、ぜひ紙の辞書を利用して頂きたい。


